







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5　ニコライ・フレデリク・セヴェリン・グルントヴィ（Nkola Frederk Severn 
Grundtvg 1783 -1872）牧師・思想家・教育者・詩人、デンマーク国民教育の父と
言われる。我が国にも内村鑑三等に大きい影響を与えた。
6　ハンス・ヘニングセン、池田大作「明日をつくる“教育の聖業”」潮出版社
7　「牧口常三郎全集・第五巻」p5　第三文明社
8　辻武寿編　1979「牧口常三郎箴言集」p105 第三文明社
9　「牧口常三郎全集・第五巻」p27　第三文明社
ありがとうございました。
「これからの創価教育学の実践研究」
～今、牧口先生であったら～
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これからの創価教育学の実践研究
10  牧口常三郎・古川敦（注・解説）「創価教育学体系概論」p15　第三文明社
「…教育方法を変革し、子供の学習力と教師の教授力「経済」（ムダを省き、節約
する）を促進することは、「創価教育法」の第一義的かつ優先原理なのである。なお、
ここで示された考え方は、…「新教育学建設のためのスローガン」に結実されて
いく…」
11　最初は「真・善・美」に対応して「利・善・美」としていたが、後期には、「利」
を中心として「美・利・善」と使用している。
12　「牧口常三郎全集・第五巻」p218　第三文明社
13　「牧口常三郎全集・第五巻」p236　第三文明社
14　ここで「いわゆる評価規準」と述べたのは、牧口先生の捉える価値は「美・利・
善」の調和であり、主体と対象の価値関係に着目することから、主観を重視しそ
の目的や変化に負う。それを前提に、理解に資する用語として使うことは許容で
きると考えるので、その違いを意識して「いわゆる評価規準」と表記した。
15　辻武寿編　1979「牧口常三郎箴言集」p97　第三文明社
16　篭字（かごじ）の手法。文字の縁どりを塗りつぶしていく方法。
17　東京創価小学校 国語部編「『かご書き・骨書き』スタイルの毛筆書写」p6
　　書写教科書は、平成八年度版「小学校　書き方」学校図書
18　『明日を見つめて』「現代文明と詩心の復権」2006・10・12
19　ノーマライゼーション（normalzaton）障害者や高齢者を施設に収容し隔離する
のではなく、健常者と一緒に同じように暮らすのが当然であり、そうするべきだ
という考え方。
　　デンマークの法律家＆行政官 N.E バンクミケルセンが、福祉の理念として政府に
提言するためのコンセプトとして使った造語。
20　大石泰樹　1986「牧口常三郎の教育思想」兵庫教育大大学院修士論文 ｐ31
21　ヘニングセン博士の講義の７項目（井口和弘氏の訳）
　　①「生の言葉・死の言葉」
　　②「人生のための教育（学校）」
　　③「生きた対話（ダイアログ・コミュニケーション）のある教育」
　　④「ヒューマン・ファースト」
　　⑤「学ぶことを愛すること」
　　⑥「人類のために学ぶ」
　　⑦「歴史から学ぶ」
